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KW-1062の 整形 外科 におけ る治療経験

近 藤 茂

大阪医科大学整形外科

KW-1062は 新 しい ア ミ ノグ リ コシッ ド系 抗 生 物 質XK -

62 - 2の 硫 酸塩 で あ り, 化学 名 は,O - 2-amino- 6 -(meth-

ylamino)-2,3,4,6-tetradeoxy-α-D-erythro -hexopyra-

nosyl-(1→4)-O-[3-deoxy-4-C-methy1- 3- (methylami

no)-β-L-arabinopyranosyl-(16)]-2-deoxy- D- strep-

tamineで あ る。 また 構 造 式 はFig. 1に 示 した よ うに,

化 学 式 はC2OH41NsO7で,分 子 量 は463. 58で あ る1)。

な お4%製 剤 のpHは 約6.5と 報 告 され て い る。

また 本 剤 の抗 菌 ス ペ ク トラ ムは,他 の 抗 緑 膿 菌 ア ミノ

グ リコシ ッ ド系 抗 生 物 質 と同 じ く,ブ ドウ球 菌 を は じめ

とす る グ ラム陽 性 菌,お よ び緑 膿 菌,変 形 菌,セ ラチ ア,

肺 炎桿 菌 をは じめ とす る グ ラ ム陰 性 桿 菌 に も抗 菌 力 を 示

し て い る2)。

本 発 表 にお い てはKW-1062の 整 形 外 科 領 域 に お け る

臨 床 成 績 につ い て 述 べ る。

1. 症 例

本 論 文 に お け る症 例 は,整 形 外 科 に 関 す る感 染 症10例

に お け る もの で あ り,そ の 年 齢,お よび 性 別 分 類 はTa-

ble 1に 示 した とお りで あ る0

また,そ の 病 巣 は 慢 性 骨 髄 炎(hematogenous, お よ

びexogenous osteomyelitisを ふ くむ)5例,褥 創4

例,軟 部感染1例 であ った℃

病巣か らは変形菌,黄 色ブ ドウ球菌,大 腸菌,緑 膿菌

をみたが,こ れ はTable 2お よびTable 3に 示 した と

お りで ある。

さらに,全 例 においてKW-1062投 与前,投 与中,投

与後に血液所見(赤 血球数,白 血 球数,血 沈,CRP等),

腎機能(BUN等),肝 機能(GOT, GPT,血 中 アル カ リ

フォス ファターゼ等)お よび自他 覚所見 に よる聴力検査

を検討 した。

II. 投与量 および期 間

Table 4に 示 した よ うに, KW-1062の 投与量は1日

80～160mgと し,投 与期間 は最短7日 よ り15日 に及ん

でい るo

III. 効果判 定基 準

著者が機会 あるごとに述べ ている とお り,整 形外科領

域におけ る化学療法には,そ の効果判定 に2,3の 難 点

が存在す る。

すなわ ち,そ の1は 感染菌 の問題 である。特 に慢 性開

放性病巣 の場合 には,常 在菌 の問題 の他に,混 合感染や

菌の交替現象,さ らに耐性 獲得等 の問題 が加わ り,こ の

ため,抗 生物質 の効果判定上 に重要 な条件であ る感染菌

の決定が困難 なことが多 い。 つま り,病 巣か ら検出 され

た菌の消長 も,効 果 判定 の材料 として,絶 対の価値を持

つ とはいい難 いこ とであるQ

次いで,そ の2は,感 染症 を含 み,骨 関節疾患におい

ては,整 形外科的治療法が 当を得 てい るか否かに よ り,

w病 巣の経過が大 き く左右 され る ことである。た とえば,

Fig. 1 Molecular construction of KW-1062

Table 1 Age and sex of patients

Table 2 Diagnosis of patients
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化膿性骨髄炎 においては,骨 死枢や,腐 骨の存否に より,

抗生物質 の効果 が変化 を示 す し,褥 創にては,回 転 ベ ッ

ド使用 の有無 をは じめ とす る管理が適合 してい るや否や

が問題 となる。 さ らに,術 後感染では感染異物(た とえ

ぽ骨接合用金属材料等)の 存在が大 き く治療効果に影響

を およぼす こ とであるO

故に著者 は,感 染菌 の問題 に対 しては-一応,検 出菌 を

もって感染菌 と見 な して,そ の消長を検討 した。 また,

整形外科的 治療 法に関 しては,KW-1062投 与前 の治療

法を可及的,変 更す る ことな く,経 過を観察 してい る。

さて,KW-1062の 効果 判定においては,前 述 の菌 の

消長 の他 に,白 血球数,赤 血球沈降速度等 の検査室成績

を参考 とし,感 染巣の臨床所見(発 熱,発 赤,腫 脹,熱

感,痙 痛,機 能障害,膿 汁の所見等)お よび必要 に応 じ

ては レン トゲ ン所見 と,患 者の愁訴 の4条 件 を基準 とし

て効果判定 を行 な った。

ここで,細 菌学的検査成績,検 査室成績,臨 床所見,

患者 の愁訴の4条 件がすべてが消失,ま たは著 明に改善

された ものを(十4),3条 件が 消失,ま たは著 明に改善

した もの,な い し2条 件が消失,ま た は著 明に改善 され,

他の2条 件に も改善をみ た ものを(十3)と した。 また,

1条 件が消失,ま たは著 明に改善 され,他 の3条 件 も,

あ る程度の改善をみた もの,お よび2条 件 が消失,な い

し著明な改善を示 したが,他 の条件 に改善 をみなかった

もの,ま たは,す べ ての4条 件 に改善 をみた ものを(十2)

とした。

さらに1条 件だけ 消失,ま たは著 明に改善 されたが,

他の3条 件に改善 をみ な か った もの,2条 件 だ け が,

あ る程度の改善を生 じたが,他 の2条 件 に改善 を認め ら

れなか った もの,4条 件 の うち,3条 件 ない し1条 件が

あ る程度の改善を示 したものを(+1)と し,一 方,す べ

ての条件に改善がみ られなか った ものを(+0)と した。

また,以 上の分類の中間 に存 し,い ずれに もあてはまら

ぬ症例は,適 宜改善の状態か ら判断 して,い ずれかの項

目に分類 し た。 こ こで(+4)を 著効(excellent),(+3)

を有効(good),(+1)を や や効(fair),(+0)を 無効

(poor)と したが,上 述 した よ うに,以 上 の分類 に区分 し

難 い ものは,適 当た条件 を考慮 して,効 果 判定を行 なっ

てい る。た とえぽ(+2)は,そ の程度 に よって,有 効,

またはやや効 と判定 し,各 項 目に分類 した。

IV. 治 療 効 果

以上の よ うに して得たKW-1062の,整 形外科領域の

感 染症に対す る治療効果 は,Table 4に 示 した とお りで

あ り,こ れを集計す ると,著 効2例,有 効5例,無 効3

例 であ ったO

V. 副 作 用

前述 した よ うに,本 発表 中における症例 ではKW - 1062

の投与前,投 与中,お よび投与後 において,腎 機能,肝

機 能,お よび血液所見を検討 してい るが,本 抗生物質に よ

ると考え られ る変化はほ とんどみ られ なか った(Table

5)。

なお,本 報告中の褥創 の多 くは脊髄 マ ヒに合併 した も

のであ り,spinal bladderに よる尿路感染を有 していた

Table 3 Organism detected in lesions and their sensitivity

Table 4 Dosage, duration and clinical results
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の で,KW-1062の 投与量 もな るべ く,小 量 とし,投 与

期間 も可及的短時 日としたが,特 に本剤に よる腎毒 性 と

み られ るものは認め られなか った。

VI. ま と め

1) ア ミノグ リコシッ ド系の新抗 生 物 質,KW- 1062

を,整 形外科領域の感染症10症 例に投与 し,著 効2症

例,有 効5症 例,無 効3症 例な る成績を得た。

2)無 効例3症 例の うち,2症 例は腐骨を有す る化膿

性 骨髄 炎であ り,他 の1例 は感染病 巣に強度の挫傷があ

り,い ずれ も,抗 生物質 の血 行に よる濃度移行に乏 しい

と考え られる症 例であ ったO

3) 本剤 の副作用 は,著 者の経験 した範囲 の投与量,

投与期間では,特 記すべ きものをほ とん どみていない。

本研究 に対し,貴 重 な症 例を提供 していただい た丹後

中央病院,安 井完二博士 に心 か らの感 謝 の 意 を 呈 し ま

す。
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Table 5 Laboratory findings before and after KW-1062 therapy

A CLINICAL STUDY ON KW- 1062 

SHIGERU KONDO 

Department of Orthopedic Surgery, Osaka Medical College 

KW-1062, a new aminoglycoside antibiotic, was applied to 10 cases of orthopedic surgical area infec-
tion. The results obtained were excellent in 2 cases, good in 5 cases and poor in 3 cases. Of the 3 
cases with poor results, 2 cases had a infectious osteomyelitis including sequesters, and 1 case had a 
serious contused wound. Therefore, hematogeneous absorption of the antibiotic by infected tissue was 
bad. No side effects were observed.


